
 

 

 

 

 

 

 

今年
ことし

も新米
しんまい

の季
き

節
せつ

がやってきました。 

“豊
とよ

中
なか

市
し

産
さん

”のお米
こめ

も収穫
しゅうかく

されて、給 食
きゅうしょく

(前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

)でも新米
しんまい

が提供
ていきょう

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米について 

「米
こめ

」は世
せ

界
かい

三
さん

大
だい

穀
こく

物
もつ

のひとつと言
い

われています。「小
こ

麦
むぎ

」 

や「とうもろこし」とともに米
こめ

は、世
せ

界
かい

的
てき

にみても生産量
せいさんりょう

 

の多
おお

い穀物
こくもつ

です。米
こめ

は炊
た

いて食
た

べるだけではなく、お菓子
か し

や 

酒
さけ

、調
ちょう

味
み

料
りょう

など、さまざまな食品
しょくひん

に加
か

工
こう

されています。 

また、“ひつまぶし”“きりたんぽ”などのように、昔
むかし

から 

伝
つた

わる料
りょう

理
り

や食
た

べ物
もの

が、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

として受
う

け 

継
つ

がれています。 

米
こめ

は昔
むかし

から大切
たいせつ

にされ、貨
か

幣
へい

と同
おな

じ価値
か ち

を示
しめ

す存在
そんざい

で 

した。そして日
に

本
ほん

の食
しょく

生
せい

活
かつ

には欠
か

かせないものでもあり、 

日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

＝和
わ

食
しょく

といえば“米
こめ

”なのです。 

「米
こめ

」の漢
かん

字
じ

を分解
ぶんかい

すると「八十八
はちじゅうはち

」になります。 

このことから、米
こめ

づくりは８８回
かい

もの手間
て ま

がかかると言
い

わ 

れています。現在
げんざい

は便
べん

利
り

な機
き

械
かい

がありますが、それでも 

たくさんの手間
て ま

がかかります。普
ふ

段
だん

、あたりまえのように 

手
て

に入
はい

る米
こめ

ですが、生産
せいさん

や流通
りゅうつう

、販売
はんばい

に関
かか

わる方々
かたがた

の大変
たいへん

な努
ど

力
りょく

のおかげだということを

忘
わす

れず、食
た

べ物
もの

を大切
たいせつ

にしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度(202５年度) Ｎｏ.1７ 
 豊中市立庄内さくら学園 栄養教諭 髙木智子 

裏面に続きます 

 



５年
ねん

生
せい

 稲
いね

刈
か

り体験
たいけん

 

５年
ねん

生
せい

は社
しゃ

会
かい

科
か

『わたしたちの食
しょく

生
せい

活
かつ

 

を支
ささ

える食 料
しょくりょう

生産
せいさん

』の単元
たんげん

で「米作
こめづく

り」 

について学習
がくしゅう

し、６月
がつ

１３日
にち

には小曽根
お ぞ ね

 

地区
ち く

で田植
た う

え経験
けいけん

をしました。米
こめ

の収穫
しゅうかく

 

時期
じ き

を迎
むか

えたため、１０月
がつ

２４日
か

には稲
いね

刈
か

りに行
い

きました。稲
いね

刈
か

り体験
たいけん

は、一人
ひとり

ずつ鎌
かま

を持
も

ち、交代
こうたい

で稲
いね

の束
たば

を刈
か

り取
と

って 

     いきました。 

                                          

教
きょう

科
か

書
しょ

にも出
で

てきたコンバインで稲
いね

を刈
か

る様
よう

子
す

、刈
か

り取
と

った籾
もみ

米
まい

を集
あつ

める 

様
よう

子
す

も見学
けんがく

しました。自
じ

分
ぶん

たちが手
て

作
さ

業
ぎょう

で刈
か

り取
と

るのには時
じ

間
かん

がかかって 

いましたが、機
き

械
かい

ではあっという間
ま

に刈
か

り取
と

っていく様
よう

子
す

に学
がく

園
えん

生
せい

たちは 

驚
おどろ

いていました。 

 

刈
か

り取
と

った稲
いね

は、籾
もみ

米
まい

を乾燥
かんそう

させ、保
ほ

存
ぞん

性
せい

を高
たか

めるため、５年生
ねんせい

教
きょう

室
しつ

前
まえ

に干
ほ

し 

ています。今
いま

は機
き

械
かい

で乾燥
かんそう

させることが多
おお

いですが、昔
むかし

は束
たば

ねた稲
いね

を稲
いな

木
ぎ

にかけて 

約
やく

２週間
しゅうかん

、天
てん

日
ぴ

(太陽
たいよう

光線
こうせん

)と自
し

然
ぜん

風
ふう

によって乾燥
かんそう

させていました。５年生
ねんせい

では 

一連
いちれん

の作
さ

業
ぎょう

を昔
むかし

の工程
こうてい

で行
おこな

うため、機
き

械
かい

で乾燥
かんそう

させず、しばらく干
ほ

した後
あと

、 

脱穀
だっこく

・籾
もみ

摺
す

りを行
おこな

います。来月
らいげつ

、収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

を使って家
か

庭
てい

科
か

で“ごはんとみそ 

しる”の調
ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

う予
よ

定
てい

です。 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、米
こめ

は貨
か

幣
へい

だった！ 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、大名
だいみょう

のランクは、藩内
はんない

で生産
せいさん

される米
こめ

の量
りょう

ではかられていました。いわゆる石高制
こくだかせい

です。米
こめ

は単
たん

に食 料
しょくりょう

と 

してだけではなく、貨
か

幣
へい

と同
おな

じように藩
はん

の力
ちから

を示
しめ

す存在
そんざい

でした。 ※ 藩
はん

：支
し

配
はい

する領
りょう

地
ち

のこと 

今
いま

も使
つか

われている米
こめ

の計
けい

量
りょう

単
たん

位
い

！ 

 

 

 

 給食
きゅうしょく

の米
こめ

については、前
ぜん

期
き

は１２月
がつ

から豊
とよ

中
なか

市
し

産
さん

の新米
しんまい

 

後
こう

期
き

課
か

程
てい

は近
ちか

いうちに国産
こくさん

の新米
しんまい

になる予
よ

定
てい

です。 

👆コンバイン 

稲
いね

刈
か

り～脱穀
だっこく

までできる農
のう

業
ぎょう

機
き

械
かい

 

今回
こんかい

収穫
しゅうかく

 

した米
こめ

は、 

給 食
きゅうしょく

でも 

使
し

用
よう

します！ 


